
 

 

 

 

 

 

 

《令和５年７月定例事務連絡会》 

令和５年７月５日（水）午前９時３０分から中央公民館４Ｆ第１会議室で開催しました。 

今回は新型コロナが５類に移行したことにより、会員理事、安全就業対策委員、各職群リーダー

に加え、職群選抜の会員、５０名の出席で開催しました。初めに、日裏

康夫常務理事より挨拶を含め①熱中症対策の徹底②蜂さされ事故防

止③第１駐車場はワクチン接種会場の駐車場でもあるので会員車両

の乗り入れには注意することなどの要請が

ありました。間瀬彰久事務局長から業務実績では前年同期より事業高

が若干上昇しており、会員数も前年度末に比べ増加傾向にあり、会員

増には会員さんのより一層の協力を求めました。事務連絡事項として

は、川端剛史事務局長補佐より①１０月２１日（土）にシルバーの日ボランティア活動を行う（詳細

は総務委員会で決定し後日連絡）②草刈機の飛び石事故防止の徹底③各職群の事務所集合時

間の遵守④作業道具の管理の徹底⑤燃料庫立ち入り方法の遵守⑥

安全パトロールの報告があり、・ヘルメットの未着用・作業中標識の設

置・雨天でのコードドラムの漏電防止対策・草刈機のヒモ使用禁止・転

倒防止対策等の現場での指摘注意事項がありました。また、梅崎孝

司安全就業対策委員長より①７－９月の安全標語②熱中症対策と命を守る行動の徹底③虫ささ

れ対策の注意喚起等がありました。 

《安全就業講習会》 

令和５年７月５日（水）中央公民館４Ｆ第１会議室で「安全就業講習会」を開催しました。 

７月は「全国安全週間」に設定されており、基本理念は「人命尊重」、

目的は①自主的な労働災害防止活動

推進②安全意識の高揚と安全活動の

定着です。講習は、平井労働安全コン

サルタント事務所平井敬人所長から「全国の労働災害状況」、「草刈

作業・伐採作業・剪定作業の安全確保」「熱中症災害」についてスラ

イドとテキストを用いた講習を受講しました。労働災害をなくす取り組みとして、「不安全行動」を行

わないこと、①作業手順を省略しない、②作業前に現場確認を徹底、③作業資機材の事前点検

と適切な使用を実践し安全就業への認識を深めました。 
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２０２３．１０－１２月期安全就業標語 

【「見直そう みんなと自分の安全を」】 

 



 

 

【理 事 会】 

事務局組織図 

   令和５年９月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

理事会及び事務局組織図のお知らせ 

理事長 

松南 宏次 

副理事長 

枡谷  進 

常務理事 

日裏 康夫 

 

事務局長 

間瀬 彰久 

事務局長補佐 

岡本 恵美 

事務局長補佐 

川端 剛史 

総務係 

係長：岡本補佐兼務 

 

係員：安田 巧 

臨職：吉田 裕志 

臨職：中山 君江 

業務１係 

係長：川端補佐兼務 

係員：柴 純子 

臨職：板崎 秀紀 

業務２係 

係長：川端補佐兼務 

 
係員:柴  純子  係員：武智 里絵  係員：阿部 真也  嘱託：後藤田 理津子 

臨職:山本 多美   臨職:板崎 秀紀   臨職:福田 篤    臨職:吉田 裕志  

臨職:中山 君江 

  

理事（非常勤） 

丸橋 成行（臨職） 

理事（非常勤） 

宮本 利和 

理 事 長  松南 宏次 

副理事長  枡谷  進 

常務理事  日裏 康夫 

理 事  竹森 正廣 

理 事  菅生 重政 

理 事  高木 元治 

理 事  池田 博美 

理 事  安田善次郎 

理 事  牧村 清美 

理 事  宮本 利和 

理 事  藤裏 卓司 

理   事  樋上 圭子 

理 事  丸橋 成行 

理 事  中尾 益子 

理 事  片岡 憲一 

監 事  下田 吉美 

監 事  吉田 廣彰 

＊事務局職員は配属されている係の任務分担だけでなく相互に協力し、日常業務をおこなっています。 


